
二

専
攻
学
科
目　

地
震
学

生　

年　

月　

昭
和
三
四
年
一
二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
八
年　

三
月 

東
北
大
学
理
学
部
天
文
及
び
地
球
物
理
学
科
第
二
卒
業

同　

六
〇
年　

三
月 
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了

同　

六
〇
年　

四
月 

国
立
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
（
現
・
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）
研
究
員

平
成　

四
年
一
一
月 

博
士
（
理
学
）（
東
北
大
学
）

同　
　

六
年　

四
月 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
主
任
研
究
員

同　

一
三
年　

四
月 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
防
災
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
高
感
度
地
震
観
測
管
理
室
長

同　

一
八
年　

四
月 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
地
震
観
測
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
長

同　

二
二
年　

五
月 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
七
年　

四
月 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
長
（
平
成
三
一
年
三
月
ま
で
）

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者　
　

小お　

原ば
ら　

一か
ず　

成し
げ



一
一

博
士（
理
学
）小
原
一
成
氏
の
「
プ
レ
ー
ト
境
界

に
お
け
る
深
部
低
周
波
微
動
の
発
見
と
ス
ロ
ー

地
震
学
へ
の
発
展
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

小
原
一
成
氏
の
業
績
の
中
核
を
な
す
も
の
は
、
プ
レ
ー
ト
境
界
上
の
深
部
に

お
け
る
低
周
波
微
動
と
い
う
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
異
な
る
タ
イ
プ

の
地
震
現
象
「
ス
ロ
ー
地
震
」
を
発
見
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
多
様
な
ス

ロ
ー
地
震
を
次
々
と
発
見
し
て
「
ス
ロ
ー
地
震
学
」
と
い
う
新
分
野
を
創
り
出

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
ス
ロ
ー
地
震
と
は
、
地
殻
中
に
断
層
を
生
じ

て
そ
の
両
面
が
滑
る
点
で
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
地
震
と
共
通
で
あ
る
が
、
滑

り
速
度
が
極
端
に
遅
い
現
象
で
あ
る
。　

小
原
氏
は
修
士
修
了
後
（
当
時
の
）
科
学
技
術
庁
傘
下
の
国
立
防
災
科
学
技

術
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
防
災
科
学
技
術
研
究
所
）・
研
究
員
の
職
に
就
い
た
。

同
研
究
所
で
は
一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
画
期

的
な
地
震
観
測
網
の
整
備
が
な
さ
れ
、
そ
の
一
つ
で
あ
る“H

i-net”

と
呼
ば
れ

る
高
感
度
地
震
観
測
網
は
、
観
測
地
点
数
が
八
〇
〇
余
り
、
ほ
ぼ
二
〇
km
間
隔

で
日
本
全
土
を
覆
い
、
地
震
動
の
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
同
研
究
所
に
集

め
ら
れ
て
い
る
。　

小
原
氏
は
、
当
時H

i-net

の
整
備
に
携
わ
り
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築

の
責
任
者
と
し
て
数
百
も
の
観
測
点
の
波
形
デ
ー
タ
を
日
々
監
視
す
る
中
で
微

弱
な
振
動
に
注
目
し
、
そ
れ
が
人
為
的
ノ
イ
ズ
な
ど
で
は
な
く
地
殻
の
深
部
か

ら
放
射
さ
れ
て
い
る
低
周
波
の
自
然
の
振
動
（
地
震
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
今
や
深
部
低
周
波
微
動
と
呼
ば
れ
る
こ
の
現
象
は
、
通
常
の
地
震
と

は
異
な
り
Ｐ
波
・
Ｓ
波
の
識
別
が
困
難
で
震
源
ま
で
の
距
離
を
求
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
た
め
、
新
た
に
複
数
観
測
点
に
お
け
る
波
形
振
幅
の
包
絡
線
形
状
の

相
関
関
係
に
基
づ
く
振
動
源
決
定
法
を
考
案
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
深
部
低
周
波
微
動
の
発
生
域
は
、
西
南
日
本
の
深
さ
三
〇
〜
四
〇
km
、

南
か
ら
沈
み
込
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
の
等
深
線
に
平
行
に
東
西
方
向
の

長
さ
約
六
〇
〇
km
に
わ
た
り
、
そ
の
南
限
は
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
を
引

き
起
こ
す
断
層
の
北
限
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
南
海

ト
ラ
フ
近
傍
の
浅
い
側
（
南
側
）
に
も
同
様
の
ス
ロ
ー
地
震
現
象
が
見
出
さ
れ

た
。こ

れ
ら
の
発
見
に
よ
り
、
西
南
日
本
で
は
大
地
震
発
生
域
を
挟
む
南
北
両
側

で
ス
ロ
ー
地
震
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
殻
内
部
応
力
が
緩
和
し
、
結
果
そ

の
間
に
あ
る
大
地
震
発
生
域
に
応
力
が
集
中
す
る
過
程
が
示
唆
さ
れ
た
。
現

在
、
こ
の
考
え
の
も
と
に
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
研
究
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
二
年
に
小
原
氏
に
よ
る
最
初
の
研
究
がScience

誌
に
発
表
さ
れ
る

と
世
界
の
関
連
学
界
は
衝
撃
を
う
け
て
同
様
な
現
象
の
探
索
が
直
ち
に
始
め
ら

れ
、
こ
の
現
象
が
環
太
平
洋
の
地
震
帯
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
小
原
氏
と
共
同
研
究
者
は
、
数
日
間
を
か
け
て
プ
レ
ー
ト
が
ゆ
っ
く

り
ず
れ
動
く
「
短
期
的
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」
及
び
「
低
周
波
微
動
」

よ
り
は
長
周
期
の
振
動
現
象
で
あ
る
「
超
低
周
波
地
震
」
が
同
時
発
生
す
る
こ

と
を
発
見
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
ス
ロ
ー
地
震
の
発
生
が
プ
レ
ー
ト
境
界
深
部
で

の
逆
断
層
滑
り
現
象
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
連
の
研
究
成
果
と
し
て
、
最
初
の
論
文
発
表
以
降
の
二
〇
年
間
に
小
原
氏

と
小
原
氏
の
共
同
研
究
者
に
よ
り
七
編
の
顕
著
な
論
文
がScience

誌
に
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
社
会
的
観
点
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
大
地
震
の
発
生
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
国
の
巨
大
地
震
の
発
生
予

測
で
も
考
慮
さ
れ
、
防
災
対
策
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
問
的
な
面
で
は
地
震
現
象
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
は
る

か
に
豊
か
な
裾
野
を
持
つ
現
象
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
こ
う
し
た
認
識
の

も
と
新
た
に
生
ま
れ
た
「
ス
ロ
ー
地
震
学
」
は
今
、
分
野
融
合
的
・
学
際
的
な

理
解
へ
の
途
を
進
み
つ
つ
あ
る
。

右
記
の
よ
う
な
優
れ
た
業
績
に
よ
り
小
原
氏
は
日
本
地
震
学
会
賞
を
は
じ
め

国
内
外
か
ら
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
、
米
国
地
球
物
理
学
連
合
フ
ェ
ロ
ー
、
同

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

以
上
説
明
し
た
よ
う
に
小
原
一
成
氏
に
よ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
地
震
の
発
見

は
近
年
の
地
球
科
学
上
に
お
け
る
重
要
な
出
来
事
で
あ
り
、
日
本
学
士
院
賞
を

授
賞
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
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